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議 事 日 程 

 

令和６年 11月 15日 午後２時 15分 開会開議 

 

 

付議する事件 

議第 1号  令和５年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価につ

いて 

議第２号  のびのび学習教室「寺子屋」事業運営委員会委員の委嘱について 

 議第３号  事業の承認について 

 議第４号  五泉市立図書館管理規則の一部を改正する規則の制定について 

 議第５号  五泉市歴史的文書等利用要綱の一部を改正する告示の制定について 

 

報告する事項 

報告第１号 学区外就学の許可について 
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議  事  経  過 

 

伊藤教育長    これより第 11回教育委員会定例会を開会いたします。 

本日の議事日程は、あらかじめお配りしたとおりです。 

それでは議事に入ります。 

はじめに日程の１、付議する事件であります。 

議第１号 令和５年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の  

点検及び評価についてであります。 

学校教育課長から順次説明を求めます。 

井上課長     それでは、議第１号 令和５年度教育に関する事務の管理及び執行の

状況の点検及び評価について、ご説明申し上げます。 

議第１号の別冊「報告書（案）」をご覧ください。 

本日お配りいたしました報告書（案）につきましては、地方教育   

行政の組織及び運営に関する法律第 26条の規定により、教育委員会の

事務の管理と執行の状況について点検及び評価を行い、市議会に提出

し、公表することになっております。 

令和５年度の点検及び評価報告書につきましては、先月 16 日に検 

討委員会を開催し、教育、文化、スポーツに係る学識経験者３人の委

員からご出席いただき、審議をお願いしました。 

施策につきましては、市の総合計画に掲載されている１の生きる 

力を育む教育の推進から 26 の青少年を地域ぐるみで育む環境づくり

までの９つの施策についてご意見、ご質問をいただき、それらを踏ま

えた上で、別紙のとおり作成したものです。 

それでは、これ以降は各課ごとにご説明いたします。 

はじめに、学校教育課が説明します。 

報告書（案）の１ページをご覧ください 

施策番号１の「生きる力を育む教育の推進」の施策評価について、  

ご説明申し上げます。 

１の施策の基本方針です。 

施策の目的は、子どもたちが健やかで自ら学ぼうとする意欲を高め、
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豊かな人間性と確かな学力、たくましく「生きる力」を身に付けるこ

とを目指します。 

また、特別支援教育の充実やいじめ、不登校への体制づくりと子ど

もたちが犯罪や事故に遭わない体制の強化に努めます。 

２の施策の現状分析です。 

施策に対するニーズにつきましては、まず、子どもたちが主体的に

学ぶ意欲を引き出すような授業の実現が求められています。また、特

別支援教育やいじめ、不登校など、一人ひとりのニーズに応じた教育

に加え、就学に対する支援や子どもたちが学校内外で安全・安心に教

育を受けられる環境を整えることも求められております。 

施策を取り巻く環境につきましては、「主体的・対話的で深い学び」

を視点とした授業に対応できるよう教職員向けの研修会などを開催し、

指導力の向上を図る必要があります。また、ＩＣＴによる授業が定着

しており、その活用のための指導力の向上と指導体制の充実が求めら

れているところです。 

さらに、地域との連携では、総合学習やコミュニティスクールなど

を通して地域との関わりが深められています。 

次に、施策指標です。 

指標に対する達成度としましては、令和５年度の１時間以上家庭学

習をしている児童生徒の割合は、小学生が 64.7％で目標に対する達成

率は 80.8％、中学生は 48.9％で達成率は 69.8％と、昨年度を下回っ

ております。これについては、改めて児童生徒や保護者に対し、家庭

学習の重要性を伝えるとともに、学習の取り組み方などを指導してい

かなければならないと考えています。 

また、1,000 人あたりの不登校児童生徒数につきましては、小中学

校とも目標値を上回っている状況が続いているところです。 

奨学金につきましては、生徒や学生の減少により、貸付金の額は年々

減少しています。 

２ページをご覧ください。 

３の施策のコストの推移はご覧のとおりです。 
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４の施策の評価です。 

施策成果の達成度は C、また、施策成果向上の可能性は b といたし

ました。学力向上については、教職員の研修の充実等により、指導力

の向上を図っています。また、不登校児童生徒の状況は、小中学校と

も悪化していることから、取り組みの強化が必要であるという判断に

よるものです。 

上位政策への貢献度につきましては、まちづくりに大きく貢献して

いると考えまして aといたしました。 

５の施策の課題です。 

これにつきましては、小中学校において、学習意欲の向上に向けた

取り組みを強化する必要があると考えております。また、困りごとを

抱える児童生徒や保護者への相談体制の充実も引き続き取り組んでい

きたいと思います。 

また、ソーシャルメディアにつきましては、家庭との連携によりメ

ディアとの関わりを見つめ直す取り組みを進めるとともに、スマート

フォンの所持の低年齢化が進んでおり、各家庭でインターネットの特

性や危険性を知り、被害から子どもを守る必要があると考えておりま

す。 

３ページをお願いします。 

６の施策の今後の方向性です。 

教育に対する社会のニーズは高く、また多様化していますので、方

針に掲げた項目を中心に、強化を図っていきたいと考えております。 

最後に、７の施策を構成する事業です。 

３ページから４ページにかけまして、９つの事業を記載しました。 

施策番号１の生きる力を育む教育の推進は以上です。 

続きまして、５ページをご覧ください。 

施策番号２の「教育環境の充実」についてご説明させていただきま

す。 

１の施策の基本方針です。 

施策の目的は、子どもたちの興味や関心を引き出し、求められる資
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質や能力を育むために、教材教具や学校図書の充実を図ります。また、

子どもたちが安全、安心で快適な学校生活が送れるよう、学校施設の

整備、充実を図ります。 

２の施策の現状分析です。 

ＧＩＧＡスクール構想第２期が始まったことにより、より一層ＩＣ

Ｔ環境の整備が求められています。これに加え、教材教具や学校図書

室の充実、また、学校施設の改修などを計画的に行っていく必要があ

ります。 

次に、施策を取り巻く環境ですが、学校におけるＩＣＴ環境の継続

的な整備が求められており、教材教具や学校図書では、子どもたちが

関心や興味をもてる教材などの整備が必要となっています。また、安

全、安心な環境を確保するため、学校施設の計画的な整備を行う必要

もあります。 

次に、施策の成果指標であります。 

主要指標としましては、普通教室用タブレット端末の整備率を掲げ

ており、達成度は 100％となっております。 

備品や図書につきましては、整備費を毎年度予算化しておりますの

で、今後も計画的な整備を進めてまいります。 

６ページをご覧ください。 

３のコストの推移につきまして、令和５年度は令和４年度よりトー

タルコストが１億６千万円ほど増額となりましたが、川東中学校長寿

命化予防改修事業の工事費などの増加が主な要因です。 

４の施策の評価です。 

施策成果の達成度はｂで、施策成果向上の可能性は a とさせていた

だきました。 

上位政策への貢献度につきましては a としており、特にＩＣＴ環境

の整備や学校の改修を進めることで、児童生徒が良好な環境で教育を

受けることができると考えておりますので、貢献度は非常に高いと考

えております。 

５の施策の課題です。 
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従来の施設改修の継続に加えてバリアフリー化、ＬＥＤ化など新た

な環境整備が必要になっています。また、ＩＣＴ環境では備品などの

整備と同時に、機器の活用能力の向上を図っていく必要があります。 

６の施策の今後の方向性についてです。 

引き続き、学校施設の改修を進めるとともに、タブレット端末を活

用した授業の推進と教材等の充実を図る必要があることから維持とさ

せていただきます。 

７ページから８ページをご覧ください。 

７の施策を構成する事業です。 

13の事業を記載しました。 

施策番号２の教育環境の充実は以上です。 

続きまして、23ページをお開きください。 

施策番号 16 の「食育の推進」についてご説明させていただきます。 

１の施策の基本方針です。 

生涯にわたって健康で心豊かな生活を送ることができるよう、食に

関する正しい知識を習得し、食を通じて自らの健康管理ができること

及び自然の恩恵や食にかかわる人々への感謝の念や理解を深めること

を目指すものです。 

２の施策の現状分析です。 

施策に対するニーズにつきましては、食習慣の乱れに対し、正しい

生活のリズムを確立すること、学校給食における地場農産物を安定的

に供給できる体制を整備していくこと、生活習慣病の予防のため食生

活の改善が求められていること、地域の食文化を再認識し、地場農作

物を使った郷土料理を次世代に伝えていくことなどのニーズがありま

す。 

施策を取り巻く環境でありますが、少子化や核家族化など家族構成

の多様化により、食生活の環境が大きく変化しています。 

施策の成果指標は、主要なものとして、毎日朝食を食べる児童生徒

の割合を掲げております。令和５年度につきましては、小学生の目標

が96.7％に対し、実績は96.5％、中学生は 96.0％に対し、実績は 93.3％
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となりました。 

参考指標は、肥満児童生徒の割合と、学校給食における地場農産物

の利用率を挙げております。 

24ページをご覧ください。 

３のコストの推移についてです。 

令和５年度は令和４年度に比べ 700 万円ほどトータルコストが増額

となっておりますが、これは食材費の物価高騰分を支援したことによ

る増額が主な理由です。 

４の施策の評価です。 

成果指標の達成率が低い状況であることからｃとし、施策成果向上

の可能性については、今後、第４次食育推進計画に基づき、継続的に

事業に取り組んでいくことで成果の向上は可能であると考えｂといた

しました。 

上位政策への貢献度につきましては、市民が「健康で安心して暮ら

せるまちづくり」に寄与していることから、貢献度は高いと判断し、

aとしております。 

５の施策の課題です。 

地場農産物の使用率の向上のため、安定的に使用できる供給体制の

維持と献立への積極的な反映を図る必要があります。また、朝食の摂

取や肥満に関しては、家庭が担う部分が大きいことから、積極的な啓

発を行っていきます。 

25ページをご覧ください。 

６の今後の方向性です。 

市民の健康増進を図るということから、事業を維持していきたいと

考えています。 

７の施策を構成する事業です。 

４つの事業を掲載しました。 

以上、施策番号 16の食育の推進についてご説明申し上げました。 

学校教育課分は以上となります。 

風間課長    続きまして、生涯学習課所管分の４つの施策について、ご説明いたし
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ます。 

はじめに、９ページをお願いします。 

施策名は、生涯学習の充実です。 

１．施策の基本方針ですが、いつでも、どこでも、誰もが学べ、さら

に学んだことを教えることで、学ぶ喜びと学び合う喜びを実感しても

らう環境づくりを進めること、また、次代を担う子どもたちの基礎学力

の向上と、自他を大切にしあう人間関係の醸成を目的としております。 

次に、２．施策の現状分析としては、余暇利用の一環としての生涯学 

習機会の充実が求められている中、価値観の変化や情報化社会の進展

により、生涯学習に対するニーズは多様化しており、学習機会の提供や

市民サークル活動等の支援のほか、情報提供や民間指導者の活用が不

可欠となっております。 

主要な施策指標として、ごせん活き活き楽習達人バンクの登録者数 

を目標に掲げておりますが、令和５年度は、登録人数と団体数合わせて

150 という目標に対して実績は 108 で、達成率は 72％でした。そのほ

か、参考となる４つの指標については、ご覧のとおりであります。 

次に、３．コストの推移については、直接事業費が２億円前後で推移 

しておりますが、このうち約半分はラポルテ五泉の運営にかかる経費

であります。 

10 ページに移りまして、４．施策の評価ですが、先ほどの施策指標  

の中にありました講座等受講者数が目標の６割程度であることから

「達成度はやや低い」としましたが、好調に運営しているラポルテ五泉

を生涯学習の場や発表の場とすることで、施策成果向上の可能性は「あ

る程度はある」と考えております。 

次に、５．施策の課題ですが、６点ほど挙げている中で、寺子屋事業 

における指導者の高齢化と人数減少が特に課題であると考えておりま

す。 

次に、６．施策の今後の方向性ですが、総合評価としては「維持」と 

し、民間指導者の増加・育成や寺子屋指導者の確保などに引き続き取り

組んでまいります。 
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最後に、７．施策を構成する事業として、11ページの（総合戦略）ラ

ポルテ五泉管理運営事業までの 10事業があります。これらの事業を展

開することにより、子どもから高齢者まで幅広い世代を対象とした生

涯学習の環境づくりを進めてまいります。 

生涯学習の充実については、以上です。 

続きまして、16 ページをお願いします。施策名は、芸術文化活動の  

推進です。 

１．施策の基本方針ですが、芸術文化活動の場の充実に努めることや、

優れた芸術文化にふれる機会の充実を図り、市民が心豊かで潤いが実

感できることを目的としております。 

次に、２．施策の現状分析としては、文化事業への入場者や参加者が 

減少傾向にあることから、活動の場の確保と充実、また指導者の発掘・

育成など、芸術文化活動に親しむ機会の提供が求められております。 

施策指標として、文化事業入場者数と市展の出品数を挙げておりま 

すが、どちらも４年度実績を上回る結果とはなりましたが、目標には届

いておりません。 

次に、３．コストの推移ですが、特段大きな変動はありません。 

17 ページに移りまして、４．施策の評価ですが、こちらの施策も目  

標と実績との差があることから「達成度はやや低い」としましたが、４

年度実績からは回復傾向にあることから、施策成果向上の可能性は「あ

る程度はある」と考えております。 

次に、５．施策の課題としては、活動する人たちの高齢化や固定化が 

挙げられます。また、これまでにお呼びしていないアーティストを招く

など、マンネリ化を防ぐ取組みも必要です。 

次に、６．施策の今後の方向性としては「維持」としており、７．施  

策を構成する事業に記載の芸術・文化市民発表事業ならびに芸術文化

鑑賞事業という両面から文化芸術活動の裾野を広げ、市民が芸術・文化

に触れる機会の提供に引き続き努めてまいります。 

芸術文化活動の推進については、以上です。 

続きまして、21 ページをお願いします。施策名は、文化財の保護と  
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利活用です。 

１．施策の基本方針ですが、地域に残る伝統芸能等を次代に継承する 

ため、後継者の育成・支援と、文化財の保存及び活用を目的としており

ます。 

次に、２．施策の現状分析としては、文化財保護法等により、文化財 

の指定、また無形文化財の伝承者の養成や記録作成等に対する助成な

どが求められる中、平成 27年度に「善願の虫送り」、令和２年度に「高

札」４枚を文化財に指定しており、今年度におきましても高札類６枚を

文化財に指定したところです。 

主要な施策指標として、指定文化財の件数を挙げております。目標 68

件に対して実績は 65件でしたが、先ほど説明したとおり今年度６件を

指定したので、現在は目標を達成しております。 

また、参考となる指標として郷土資料館の入館者数がありますが、４ 

年度から５年度にかけては減少しているものの、この春に地元出身の

漫画家による特別展を開催したところ、県内外から多くの来館者があ

ったことから、現在は増加しております。 

次に、３．コストの推移ですが、大幅な変動はありません。 

22 ページに移りまして、４．施策の評価ですが、５年度までは指定

文化財が増えていなかったことから、ここでは「達成度はやや低い」と

してあります。 

次に、５．施策の課題としては、新たな文化財の掘り起しや指定に努 

めること、埋蔵文化財の展示・公開、郷土資料館の活用などが挙げられ

ます。 

６．施策の今後の方向性としては「維持」としており、右側の次年度 

以降方針の中にパンフレット等を活用した情報発信に努めるとありま

すが、昨年度に引き続き新潟県及び県内市町村と連携して、10月に「に

いがた秋の文化財一斉公開」を開催し、郷土資料館ほか７か所で文化財

を公開いたしました。 

最後に、７．施策を構成する事業として２つの事業がありますが、文 

化財の保護・保存ならびに利活用によるまちづくりの推進に取り組ん
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でまいります。 

文化財の保護と利活用については、以上です。 

最後に、26 ページをお願いします。施策名は、青少年を地域ぐるみ  

で育む環境づくりです。 

１．施策の基本方針ですが、家庭や学校、関係団体などが緊密に連携 

し、地域ぐるみで青少年の非行や問題行動の防止に努めるとともに、青

少年が心身ともにたくましく成長することを目的としております。 

次に、２．施策の現状分析としては、地域社会で人間関係の希薄化が 

進んだことで、子どもが生きる力を身に付ける場が減少し、家庭におい

ては生活習慣の乱れが問題となるなど、家庭教育力の向上が求められ

ております。また、ネット依存やスマートフォンの利用による犯罪被害

も懸念されております。 

主要な施策指標として、学校や保育園単位で取組みを進めている家 

庭教育学級の参加者数がありますが、５年度は 2,619人で、４年度実績

から大幅に減少しております。これは、教職員の事務負担軽減の観点な

どから、小中学校においては家庭教育学級を廃止し、幼稚園・保育園だ

けでの取組みとなったことが要因であります。そのほか、４つの参考指

標がありますが、一番下のチャレンジランド杉川の利用者数について、

目標を下方修正したため達成率は上昇しておりますが、人数自体は減

少しておりますし、今年度はさらに減少が見込まれます。 

次に、３．コストの推移については概ね現状維持となっておりますが、

チャレンジランド杉川の老朽化が著しく、施設の維持修繕費用が今後

大きな負担となる恐れがあります。 

次に、27 ページに移りまして、４．施策の評価ですが、施策指標に

掲げた目標を達成できていない事業が多いことから「達成度はやや低

い」としました。 

次に、５．施策の課題としては、小中学校における家庭教育学級を廃 

止したことから、保護者向けの研修会の実施や、青少年の非行防止に向

けた街頭指導の充実などが挙げられます。 

次に、６．施策の今後の方向性としては、家庭教育の推進や青少年の 
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健全育成に向け、保護者や関係団体と引き続き連携していく必要があ

ることから「維持」としましたが、チャレンジランド杉川は老朽化によ

る管理費用の増大と利用者の減少が見込まれることから、民間譲渡や

廃止も視野に入れた検討が必要と思っております。 

最後に、７．施策を構成する事業として、28 ページまでの５つの事  

業があり、子どもたちを家庭や地域で守り育てるという意識を高め、次

代を担う青少年の健全育成に向けた体制の整備に努めてまいります。 

青少年を地域ぐるみで育む環境づくりについては、以上です。 

これで、生涯学習課所管分の説明を終わります。 

吉田課長     続きまして、スポーツ推進課所管分について、ご説明申し上げます。 

         12ページをご覧ください。 

         １．施策の基本方針の施策の目的につきましては、子どもから高齢者

まで、誰もが、いつでも、どこでも気軽に参加できるスポーツやレクリ

エーション活動の機会の提供と、施設環境の整備を行うことで、一人で

も多くの市民の健康維持と体力増進を図り、生涯を通じて健康で活力に

満ちた生活を送ることができるまちを目指します。 

         また、スポーツイベント等の招致や開催に努め、スポーツを通じた交

流人口の拡大を図ります。 

２．施策の現状分析の施策に対するニーズ等につきましては、運動す 

る人の増加を図るため、これまで運動をしていない人も参加できるよう

なスポーツイベントを提供できるよう、スポーツ協会と連携して取り組

みます。  

  施策を取り巻く環境につきましては、コロナ禍において運動を自粛し 

たことで、ストレスの増加や体力の低下を感じた人が、再び教室へ参加

するようになってきました。また、スポーツを「する」のほか、「観る」

「ささえる」ことでスポーツを楽しむ人がおり、多様な楽しみ方ができ

る環境が求められてきています。 

         施策の指標の主要なものとして、スポーツを週１回以上している市民

の割合は、令和５年度の目標値 35.0％ですが、令和５年度は調査を実施

しておりませんので、実績はハイフンにしています。 
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その下、参考指標①の体力づくり事業参加者数ですが、令和５年度目

標値 4,600人に対しまして実績は 4,582人であり、若干目標には届きま

せんでしたが、令和４年度より 369人増加しました。 

次にその下、参考指標②の五泉市スポーツ協会総合型クラブヴィガ主 

催教室参加者数は、令和５年度の目標値 9,000人に対しまして、実績は

9,808人であり、目標を達成することができました。 

次にその下、参考指標③の体育施設等の延べ利用者数は、令和５年度 

の目標値 680,000人に対しまして実績は 566,867人であり、目標には届

きませんでしたが、令和４年度より 49,151人増加しました。 

いずれの指標も昨年よりは増加しており、新型コロナウイルス感染症 

が５類に引き下げられたことが大きく影響しているものと考えられま

す。 

 13ページをお願いします。 

         ３．コストの推移につきましては、令和５年度の事業費が増加した主

な原因として、五箇スポーツ会館外部工事や市営野球場改修工事など、

工事費の増加と新たに地域おこし協力隊を採用して「スポーツの魅力発

掘事業」を行ったことによるものです。 

         ４．施策の評価につきましては、施策成果の達成度はｂ、施策成果向

上の可能性もｂとしました。 

         健康増進・体力づくり教室等の参加者は、ヴィガ主催教室の参加者と

合わせると、前年比９％増の 14,390 人でした。運動ができる環境を維

持することは、市民が運動を気軽に行うために有効であると考えます。

また、体育施設等の利用者については、前年度比 9.5％増の 56万 6,867

人でした。 

         上位政策のへの貢献度はｂとしました。 

生涯を通じて健康で活力に満ちた生活を送るために、市民にスポーツ 

等に親しむ機会を提供することで、「生涯スポーツの推進」は上位政策

に大きな役割を果たしていると考えております。 

５．施策の課題につきましては、運動を楽しんでもらえるよう、運動  

を継続していける環境の提供と、運動に関心がない人が参加したくなる
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ようなスポーツイベントを企画していくことが必要と考えています。ま

た、耐用年数を経過した施設など、施設の統廃合の検討が必要と考えて

います。 

14ページをお願いします。 

６．施策の今後の方向性、総合評価は強化としました。 

次年度以降の方針として、健康増進・体力づくり教室やスポーツレク

リエーション大会については、スポーツ協会と連携し、市民が気軽に運

動ができる環境の維持に努めるとともに、ジュニア選手の育成などを支

援し、競技力の向上に努めるほか、合宿誘致やスポーツイベント等の誘

致・開催により交流人口の拡大を目指します。また、体育施設等の適切

な管理や改修にも努めます。 

         ７．施策を構成する事業につきましては、１の健康増進・体力づくり

事業から 15 ページの８の体育施設管理運営事業までの８事業であり、

事業の目的、事業の内容につきましては、記載のとおりですのでお読み

取りください。 

以上、スポーツ推進課所管分について、ご説明申し上げました。 

廣川館長     それでは図書館担当分についてご説明申し上げます。 

18ページをご覧ください。 

施策番号６ 図書に親しむ環境づくりの推進についてであります。 

最初に、１．施策の基本方針、施策の目的といたしましては、市民 

の多様な読書・情報ニーズに対応可能な図書館資料を収集整理保存す

ることで、生涯にわたる豊かな学びを提供できるまちを目指すこと

と。また、家庭、地域、学校など、社会全体で読書活動に親しむ環境

づくりを推進し、誰もが知的好奇心を満たすことができるまちを目指

すものであります。 

次に、２．施策の現状分析、施策に対するニーズにつきましては、 

市民の多様なニーズに対応した魅力ある蔵書整備や、地域に関する資

料などの調査相談に対応するため、郷土資料の収集整理、そして子ど

もたちが読書に関心を持ち、読みたい時に興味のある本に出会えるよ

う、読書環境の整備などが求められています。 
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施策を取り巻く環境では、コロナ過前より貸出件数が減少している 

ことから、イベント企画展示等の情報をホームページやＳＮＳを用い

て発信を行い、読書に興味を持ってもらえるようなＰＲを行うことが

必要となっています。 

次に施策指標では、主要なものといたしまして、市民 1人当たりの 

図書等の貸し出し件数を設定しております。 

指標に対する達成度といたしまして、市民 1人当たりの図書館図書

等貸し出し点数が、令和４年度対比で 0.2点増加し、3.4点なりまし

た。 

これは徐々にではありますが、コロナウイルス感染症の影響により 

貸出点数が少なくなったものが、回復してきているものであります。

また、参考２の市民全体の「図書利用カードの登録率」の実績が令和

４年度では 41.2％から令和５年度で 22.2％と減少したことにつきまし

ては、４年度でも行いましたが、過去 10年間、図書の貸し出し利用が

なかった方を除外したことにより減少したものであります。 

次に 19ページをお願いいたします。 

３．コストの推移につきましては、令和５年度の直接事業費が増加 

したものは、五泉図書館の電気設備の更新によるものであります。 

次に４、施策の評価であります。 

施策成果の達成度につきましては、評価Ｂの達成度はやや高いとい 

たしました。 

また、施策成果向上の可能性につきましては、評価Ｂのある程度可 

能性はあるといたしました。 

これは、読書環境の充実に努めることにより、生涯学習や子どもの

読書活動の推進、また、派遣司書による学校での読み聞かせ、ブック

トーク、おはなしの会などの参加者の増加、また、令和５年 10月から

の移動図書館事業の開始により貸出件数の増加に結びつくものと考え

ております。 

次に、上位施策への貢献度についてですが、評価Ｂの貢献度はやや 

高いといたしました。 
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これは、読書に親しむ場や、生涯学習の活動の場を提供すること 

は、生涯にわたる学習機会を得ることに役立つことから、上位施策に

貢献しているものと考えております。 

次に５．施策の課題であります。 

市民の多様なニーズに対応し、一層の利用促進を図るため、要望を 

的確に把握して提供する方法の検討や、ホームページからのウェブ予

約や貸出期間の延長など、利便性の向上となる情報の周知の必要性、

そして子どもたちに、図書に触れ合う機会を提供するため、読書ボラ

ンティアの育成などが課題であります。 

次に 20ページをお願いいたします。 

６．施策の今後の方向性は、方針として４項目かかげております。 

 図書館に求められている郷土資料の収集整理活動や、次世代を担う

子どもたちに対する読書環境の整備、学校図書館担当職員との連携強

化、そして移動図書館の利用促進などから、総合評価を維持としてお

ります。 

次に７．施策を構成する事業につきましては、４つの事業をかかげ 

ております。 

それぞれの事業内容につきましては記載の通りであります。 

以上、議第１号 令和５年度教育に関する事務の管理及び執行の状況 

の点検及び評価について、ご説明申し上げました。 

よろしくご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

伊藤教育長    それでは、各課から評価の説明がありましたが、内容について何かご

質問がありましたらお願いします。 

小出委員     生涯学習課のチャレンジランド杉川ですが、なかなか思うように人が

集まらないようですが、私も親しんだところで、このままなくなってし

まうのは寂しい思いもあるんですが、人が行かなくなった理由というの

はあるんですか。小学校の子どもたちが使わなくなったということです

か。 

風間課長     それは大きいです。橋田小学校が最後まで使っていましたが、遠くて

もし何かあった時の連絡体制だとか、救急車が到着するまでの時間だと
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かを考えるとチャレンジランドは使いにくいということがあって、去年

から橋田小学校の利用はなくなりました。今、市内の小中学校にもこの

施設使ってくださいと案内はしているんですけど、今市内の小中学校か

らの利用は一切なくなっています。 

小出委員     それでは今は個人ですか。 

風間課長     個人で、それも市外の方がほとんどです。 

小出委員     環境的には蛭が多く出るということで、そちらはどんな感じですか。 

風間課長     蛭も出ますし、建物の中はカメムシも発生しています。蛭は、除雪に

使用している塩カルをテントサイトの周りに撒いて、そこからテントサ

イトに来ないようにしています。それでもそれが嫌な人は利用しません

と帰る方もいます。 

小出委員     それがなければ、施設はとてもきれいですし。 

伊藤教育長    あそこが出来たばかりの頃は、あそこから降りて行って、川でいろい

ろなことができたんです。いかだ作って子どもを乗せたり、河原でも活

動ができたんですが、今は河原には行けないので、上でしか活動ができ

ないのでやれることの範囲が狭まってしまったことで利用する人も減

ったんだと思います。 

         あとほかにご質問ありますでしょうか。 

小出委員     あともう一つ、図書館ですが、先ほどＰＲということでしたけど、広

報に月に 1 回でしたか図書館だより、あれとても素晴らしいと思いま

す。特に館長さんのおすすめの一冊、毎回読まさせていただいています。

ご苦労様だと思いながら興味深くみています。今後も読み続けたいと思

います。 

伊藤教育長    ほかにございませんでしょうか。 

 

―（皆、「なし」との声あり）― 

 

伊藤教育長    ないようでありますので、議第１号については、可決されました。 

         それでは、これを議会に報告させていただきます。 

次に、議第２号 のびのび学習教室「寺子屋」事業運営委員会委員
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の委嘱についてであります。 

生涯学習課長の説明を求めます。 

風間課長     議第２号 のびのび学習教室「寺子屋」事業運営委員会委員の委嘱

について、ご説明申し上げます。 

２ページ、３ページをご覧ください。 

このたび、委嘱しておりました運営委員長の栗原武雄様から辞任の

申し出がありましたので、こちらに記載の佐々木均様を新たに委員に

委嘱するものです。 

任期につきましては、前任者の残任期間である令和７年５月 31日ま

でとなります。 

以上、よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げま 

す。 

伊藤教育長    ただいまの説明に、ご質問ありますでしょうか。 

 

―（皆、「なし」との声あり）― 

 

伊藤教育長    ないようでありますので、議第２号については、可決されました。 

次に、議第３号 事業の承認についてであります。 

なお、議第３号につきましては、五泉市教育委員会会議規則第 23 

条により、秘密会とすることにご異議ありませんか。 

 

―（皆、「なし」との声あり）― 

 

伊藤教育長    ご異議がございませんので、議第３号は秘密会といたします。 

 

  議第３号 非公開  

 

伊藤教育長    付議する事件を終了します。 

        次に、日程の２、報告する事項であります。 

報告第１号 学区外就学の許可についてであります。 
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なお、報告第１号につきましては、五泉市教育委員会会議規則第 23   

条により、秘密会とすることにご異議ありませんか。 

 

―（皆、「なし」との声あり）― 

 

伊藤教育長    ご異議がございませんので、報告第１号は秘密会といたします。 

 

  報告第１号 非公開  

 

伊藤教育長    報告第１号を終了いたします。 

         以上で、報告する事項を終わります。 

次に、日程の３、日程の追加についてお諮りいたします。 

事務局より付議する事件として、議第４号 五泉市立図書館管理規 

則の一部を改正する規則の制定について並びに議第５号 五泉市歴史

的文書等利用要綱の一部を改正する告示の制定についてが提出されて

おります。これを日程に追加し、審議することにご異議ありません

か。 

 

―（皆、「なし」との声あり）― 

 

伊藤教育長    ご異議がないと認め、日程を追加することにいたします。 

それでは日程の４、付議する事件であります。 

議第４号 五泉市立図書館管理規則の一部を改正する規則の制定  

についてであります。 

図書館長の説明を求めます。 

廣川館長     議第４号 五泉市立図書館管理規則の一部を改正する規則の制定  

について、ご説明申し上げます。 

         追加議案書の１ページをお開きください。 

この度の改正は、令和６年 12 月２日に健康保険証が廃止され新規発  

行が停止し、マイナ保険証を基本とする仕組みに移行されることに伴い、
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利用カード交付・再交付・変更申請書の様式を改正するものであります。 

改正の内容について申し上げます。 

 追加議案書の３ページは改正後の様式となります。 

こちらの申請書ですが、申請者が氏名等を記入する箇所の外枠が、太

線であるべきところ普通の線となっておりました。使用時には太線にし

たものを使用いたします。申し訳ございませんでした。 

４ページの新旧対照表をご覧ください。 

右側、旧様式の下、住所等確認の欄のアンダーラインが引いてありま

す「健保」を左側、新様式の同欄「マイナ」に改めるものであります。 

戻りまして、３ページ下段に記載の附則につきましては、施行期日を 

定めるものであります。 

以上、よろしくご審議の上ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

伊藤教育長    それでは、確認欄が健保からマイナンバーに代わるという変更です。 

ただいまの説明に、ご質問ありますでしょうか。 

 

―（皆、「なし」との声あり）― 

 

ないようでありますので、議第４号は可決されました。 

次に、議第５号 五泉市歴史的文書等利用要綱の一部を改正する  

告示の制定についてであります。 

図書館長の説明を求めます。 

廣川館長     議第５号 五泉市歴史的文書等利用要綱の一部を改正する告示の制

定について、ご説明申し上げます。 

         追加議案書の５ページをお開きください。 

この度の改正は、令和６年 12 月２日に健康保険証が廃止され新規発

行が停止し、マイナ保険証を基本とする仕組みに移行されることに伴い、

閲覧・複写・掲載許可の各申請書の様式を改正するものであります。 

改正の内容について申し上げます。  

７から９ページは改正後の様式となりますので、10ページの新旧対照

表をご覧ください。様式が不鮮明で申し訳ありません。 
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第１号様式 閲覧申請書の右側、旧様式の下、処理欄内のアンダーラ

インが引いてあります「処理欄」「氏名・住所確認」「運転免許証・健康

保険証・その他」を削り、欄を整理するものであります。また、８ペー

ジの第２号様式の複写申請書、９ページの第３号様式の掲載許可申請書

ともに同じ改正であります。 

戻りまして、９ページ下段に記載の附則につきましては、施行期日を 

定めるものであります。 

以上、よろしくご審議の上ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

伊藤教育長    下に処理欄というものがあって、処理欄のところには前は何で確認し

たのかをチェックする欄がありましたが、この要綱の中では確認した人

の免許証とかマイナンバーを複写して添付するというものでしたので、

何で確認したかはそもそもいらないのではないかということで、今回の

見直しで全部削って、書式を新たにするということの変更です。 

ただいまの説明に、ご質問ありますでしょうか。 

 

―（皆、「なし」との声あり）― 

 

伊藤教育長    ないようでありますので、議第５号は可決されました。 

以上で付議する事件を終わります。 

次に、日程の５、その他として、各課からの報告事項であります。 

学校教育課長から順次説明を求めます。 

井上課長     学校教育課に関する事項を説明いたします。 

はじめに、前回の定例会以降に感染症による学級閉鎖等の措置は  

ありませんでした。 

次に、12月の学校行事は 12月 25日から翌年１月７日までは、各学 

校で冬期休業となります。 

学校教育課分は以上です。 

風間課長     生涯学習課ですが、11月１日から４日まで、ラポルテ五泉にて美術

展覧会を、また、さくらんど会館ではいけばな展・文化展・ジュニア

作品展を開催いたしました。どちらも多くの方々からご鑑賞いただき
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ましたが、後半の２日間が秋晴れの行楽日和だった影響もあってか、

昨年度よりは少ない来場者数でありました。 

次に、来週 22日 金曜日、教育委員と社会教育委員との合同会議をラ 

ポルテ五泉にて開催いたします。すでに取りまとめさせていただきま

したが、会議では「市民ニーズに合った講座・イベントを考える」とい

うテーマで皆様から話し合っていただき、会議終了後には情報交換会

も予定しておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

また、翌日 23 日 土曜日には同じくラポルテ五泉で市民芸能祭を開  

催いたします。24 団体による様々な演目が予定されておりますので、

ぜひご覧いただけたらと思います。 

生涯学習課からは、以上です。 

廣川館長     続きまして、図書館より２つの読み聞かせイベントをご案内いたしま

す。 

11 月 23 日土曜日に村松図書館２階学習室におきまして、読み聞かせ 

ボランティア「あじさいの会」さんによる「こども読書まつり」と 12月

14日土曜日に五泉市立図書館３階ホールにおきまして、読み聞かせボラ

ンティア「たんぽぽ」さんによる「おはなしタイムスペシャル 冬のま

き」を開催します。 

両イベントともに、午前 10時 30分から 11時 30分の１時間のプログ 

ラムで、事前申し込みは不要となっております。 

図書館からは以上です。 

伊藤教育長    ただいまの説明に、ご質問ありますでしょうか。 

 

―（皆、「なし」との声あり）― 

 

伊藤教育長    ないようでありますので、以上で第 11 回教育委員会定例会を閉会い

たします。 
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閉 議 時 間  午後３時 25分 

 

 

   上記のとおり相違ないので署名します。 

 

      教育長   伊 藤  順 子          

 

      委 員   本 間  寛 和          

 

      委 員   藤 木  由佳子          

 

      委 員   小 出  園 子          

 

      委 員   吉 川  弘 一          


